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今月の表紙

よい会社をつくろう
　
同友会は、ひろく会員の経験と知
識を交流して企業の自主的近代化
と強じんな経営体質をつくること
をめざします。

よい経営者になろう
　
同友会は、中小企業家が自主的な
努力によって、相互に資質を高
め、知識を吸収しこれからの経営
者に要求される総合的な能力を身
につけることをめざします。

よい経営環境をつくろう
　
同友会は、他の中小企業団体とも提
携して、中小企業をとりまく社会・経
済・政治的な環境を改善し、中小企業
の経営を守り安定させ、日本経済の
自主的・平和的な繁栄をめざします。

同
友
会

3つ
の
目
的

Report

21世紀型 自立型企業づくり

坂口さんは、大牟田支部で役員をしている若い

メンバーの兄貴です。私たちが周年事業や新春

講演会等を企画するとき、役員会で検討した案

を最初に坂口さんのところへ持っていきアドバ

イスをしていただきます。その時に言われる言

葉は「あんたたちの好きなようにせんね！」です。

そして「同友会のよかところを出さんね！」と

言ってもらいます。いろいろアドバイスをいた

だき、最後に「困ったときはいつでも相談にのる

けん」と言っていただきます。坂口さんという兄

貴がいるので、大牟田支部の若い役員会のメン

バーは自信を持って活動をしています。坂口さ

んは、仕事を辞めたらいつも漁師になると言わ

れています。魚釣りが好きで、自分の船を所有し

暇な時は遠く天草の方まで釣りに行かれます。

魚釣りの好きな方は坂口さんに声をかけてみて

ください。

代表取締役

坂口  壱義 氏
（大牟田支部）

株式会社
坂口建設産業

（本誌p.08掲載）

はみだし

記事：濱田  満広

「私の逸品」

株式会社糸島みるくぷらんと　専務取締役　冨永 豊 氏 （糸島支部）

（株）糸島みるくぷらんとは、牛乳
生産調整を受け糸島の酪農家が消
費拡大を目指して開催したイベン
トをきっかけに1992年に誕生し
ました。ただ、牛乳販売はその後、
次第に鈍化。そこで生乳のみを
使ったヨーグルト「のむヨーグル
ト伊都物語」の生産を開始。一般的
に売られている脱脂粉乳で作った
ヨーグルトとは違う濃厚な味わい
が人気を呼び、生産は右肩上がり

で伸び続けました。さらに「たべるヨーグルト伊都物語」も開
発し、商品アイテムは充実。2007年には念願の販売ショップ
も開設しました。今後はネット販売にも力を入れると共に、
ショップの数を増やしていく考えです。

撮影：間々田  正行 氏
（広報部）

のむヨーグルト伊都物語・
たべるヨーグルト伊都物語

Information

西日本新聞に 福岡同友会会員が登場！　

福岡同友会創立50周年を記念し、西日本新聞と連携した取り

組みとして西日本新聞九州経済面の「ひと」欄で福岡同友会の

会員が登場しています。この掲載は2013年4月2日から始

まっており、すでに38名（11/20現在）の会員が登場しました。

西日本新聞をご覧の際は、ぜひお探しください！！

西日本新聞経済電子版「qBiz」で過去に登場した方々の記事も閲覧できます。
⇒ http://qbiz.jp/ ※「qBiz」の閲覧は月額有料になっております。

西日本新聞
経済面の「ひと」欄
毎週水曜日

掲載情報
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全県「同友会を知る会」北九州会場の様子

福岡同友会の組織について説明

03    DOYU

　
じ
つ
は
先
般
、弊
社
す
ぐ
近
く
の
大

手
家
電
量
販
店
が
突
然
閉
店
い
た
し
ま

し
た
。
全
国
展
開
し
て
い
る
有
名
な
量

販
店
で
す
。
以
前
は
印
刷
中
に
プ
リ
ン

タ
ー
の
イ
ン
ク
ト
ナ
ー
が
切
れ
た
時
、

近
く
で
も
あ
り
す
ぐ
に
購
入
で
き
て
助

か
っ
て
い
ま
し
た
が
、今
は
と
て
も
不

便
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
突

然
の
閉
店
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

大
企
業
で
は
儲
か
ら
な
く
な
っ
た
店
舗

は
閉
鎖
し
て
他
地
域
へ
の
新
た
な
出
店

を
す
る
、い
わ
ゆ
る『
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ

ル
ド
』で
利
潤
優
先
を
す
る
の
で
し
ょ

う
が
、そ
の
地
域
に
根
を
張
っ
て
商
売

を
し
て
い
る
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業

所
は
、そ
ん
な
事
は
な
か
な
か
で
き
ま

せ
ん
。
大
企
業
と
中
小
企
業
の
地
域
戦

略
の
違
い
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
出
来
事

で
し
た
。

　
さ
て
本
年
度
は
長
ら
く
続
い
た
会
員

減
少
に
も
歯
止
め
が
掛
か
り
、昨
年
同

月
対
比
62
人
増（
10
月
現
在
）と
な
っ
て

お
り
ま
す
。そ
の
要
因
と
し
て
、仲
間
づ

く
り
の
意
義
と
目
的
を
理
解
す
る
会
員

が
増
え
た
こ
と
や
、『
仲
間
づ
く
り
秋
の

陣
』と
銘
打
っ
た
事
務
局
に
よ
る
、会
員

さ
ん
一
人
ひ
と
り
へ
の
声
掛
け
や
、ゲ

ス
ト
企
業
を
訪
問
し
て
入
会
説
明
を
行

う
な
ど
、自
発
的
に
動
い
て
も
ら
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
今
年
も

昨
年
か
ら
引
き
続
き
2
度
目
の『
全
県

知
る
会
』を
、フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会
の
お

力
を
借
り
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
各

地
区
と
も
、た
く
さ
ん
の
ゲ
ス
ト
を
お

誘
い
い
た
だ
き
、現
在
入
会
へ
の
成
果

特集　会のすべての活動が、仲間づくりのみなもとに
　　　仲間づくり推進本部の方針骨子にもとづき2013年前半期を振り返る

　
特
集
会
の
す
べ
て
の
活
動
が
、
仲
間
づ
く
り
の
み
な
も
と
に

仲
間
づ
く
り
推
進
本
部
の
方
針
骨
子
に
も
と
づ
き
2
0
1
3
年
前
半
期
を
振
り
返
る

同
友
会
の『
仲
間
づ
く
り
』に
つ
い
て
具
体
的
に
取
り
組
み
を
特
集
し
て
み
ま
し
た
。
一
人
の
人
間
・
一
つ
の
中
小
企
業
は
小
さ
い
存
在
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
・
知
識
・
知
恵
・
技
術
・
感
性
が
集
結
す
れ
ば
、
必
ず
や
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
を
確
信
い
た
し
ま
し
た
。

会
内
・
会
外
に
伝
え
る
こ
と
で
よ
り
よ
い『
仲
間
づ
く
り
』の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
広
報
部
会
長
　
菅
原
　
弘
）

仲
間
づ
く
り
本
部

金
融
行
政
に
欠
か
せ
な

い
経
済
団
体
と
し
て

　
　
仲
間
づ
く
り
本
部
長

代
表
理
事  

田た
う
ら浦  

通と
お
る 

氏

各地区で全県知る会を開催！！



全県「同友会を知る会」福岡会場
報告者　小城健司氏

全県「同友会を知る会」県南地区会場
報告者　福田秀一氏

全県「同友会を知る会」福岡会場
報告者　山下夕美子氏

全県「同友会を知る会」福岡会場
報告者　前田雅史氏

全県「同友会を知る会」北九州地区会場
報告者　市丸皓士氏

全県「同友会を知る会」筑豊地区会場
報告者　有田栄公氏

全県「同友会を知る会」北九州地区会場
報告者　宮本成樹氏
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が
確
実
に
表
れ
て
い
ま
す
。
本
当
に
各

役
員
や
会
員
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
去
る
10
月
1
日
に
は
、金
融
庁

主
催
の
事
業
説
明
会
が
福
岡
財
務
支
局

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
央
会
、商
工
会

議
所
、商
工
会
連
合
会
の
法
制
団
体
と

並
び
、同
友
会
も
招
か
れ
私
も
出
席
し

ま
し
た
。
じ
つ
は
全
国
47
都
道
府
県
の

全
て
の
同
友
会
が
招
聘
を
受
け
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
同
友
会
の
会
員
数
と
活
動

の
充
実
度
が
、金
融
行
政
に
欠
か
せ
な

い
経
済
団
体
と
し
て
認
知
さ
れ
た
も
の

と
確
信
を
致
し
ま
し
た
。

　
消
費
税
ア
ッ
プ
、少
子
高
齢
化
、人
口

減
少
問
題
な
ど
中
小
企
業
に
と
っ
て
厳

し
い
経
済
環
境
が
予
想
さ
れ
ま
す
。地
域

を
支
え
る
中
小
企
業
が
主
役
と
な
る
社

会
づ
く
り
に
、確
信
を
持
っ
て
仲
間
を
増

や
す
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
に
は
各
支
部

で
、会
員
の
20
％
以
上
が
仲
間
づ
く
り
に

参
加
し
て
い
る
状
態
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
女
性
部
委
員
会
で
は
、今
年
度
よ
り
、

①
女
性
の
活
躍
を
テ
ー
マ
に
し
た
例
会
、

②
女
性
経
営
者
の
経
営
体
験
報
告
の
例

会
と
、月
替
わ
り
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
①
で
は
、「
社
員
が
妊
娠
出
産
し
た
と

き
、ど
う
し
ま
す
か
？
」の
テ
ー
マ
で
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
り
、福

岡
県
男
女
共
同
参
画
課
長
に
最
新
の
国

の
動
向
や
県
の
施
策
に
つ
い
て
報
告
い

た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
②
で
は
、小

さ
な
会
社
で
初
め
て
の
育
休
取
得
者
が

出
て
前
向
き
に
取
り
組
も
う
と
さ
れ
て

い
る
会
員
や
、専
業
主
婦
時
代
に
D
V

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）を

受
け
、そ
こ
か
ら
脱
出
し
て
起
業
し
た

会
員
な
ど
の
経
営
体
験
な
ど
が
語
ら
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、10
月
は
内
閣
府
、中
同
協
、九

州
経
済
産
業
局
、男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
な
ど
、9
つ
の
団
体
が
連
携
し
て

「
女
性
の
活
躍
で
変
わ
る
、変
え
る
、こ

れ
か
ら
の
中
小
企
業
」と
題
し
て
女
性

活
躍
推
進
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
し
た
。
橘
・
フ
ク
シ
マ
・
咲
江

さ
ん
の
基
調
講
演
、会
員
企
業
の
事
例

報
告
3
社
、そ
し
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
3
部
構
成
で
す
。
鹿
児

島
や
熊
本
な
ど
県
外
か
ら
も
参
加
が
あ

り
、経
営
者
や
行
政
、働
く
女
性
た
ち
約

1
6
0
名
で
熱
気
の
あ
る
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
家
事
や
子
育
て
は
女
性
の

仕
事
だ
、と
い
う
考
え
方
に
、男
性
も
女

性
も
縛
ら
れ
て
い
ま
す
。
女
性
が
活
躍

す
る
に
は
、夫
の
家
事
育
児
参
画
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
男
性
と
女
性
が
一
緒
に

な
っ
て
語
り
あ
う
こ
と
で
、男
性
に
と
っ

て
は「
目
か
ら
う
ろ
こ
」の
よ
う
な
気
づ

き
が
あ
っ
た
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
し

た
。
女
性
の
能
力
を
最
大
限
に
活
か
し

て
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
ら

し
、成
長
に
つ
な
げ
る
。
中
小
企
業
だ
か

女
性
部
委
員
会

女
性
が
活
躍
す
る
た
め

に
欠
か
せ
な
い
こ
と

　
　
女
性
部
委
員
長村む

ら
や
ま山  

由ゆ

か

り
香
里 

氏



青年部連絡会設立記念交流会　分科会風景

基調講演講師
橘・フクシマ・咲江氏

閉会挨拶をする糸数久美子中同協
女性部連絡会代表

シンポジウム風景
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ら
こ
そ
、そ
ん
な
会
社
に
ト
ッ
プ
の
意

識
次
第
で
す
ば
や
く
大
き
な
転
換
が
で

き
ま
す
。
女
性
部
委
員
会
で
は
、男
女
共

同
参
画
の
視
点
で
の
経
営
は
、「
人
間
尊

重
の
経
営
」で
あ
り
、企
業
の
成
長
に
重

要
だ
と
い
う
考
え
方
を
会
内
に
広
め
、

会
外
の
女
性
経
営
者
と
も
積
極
的
に
関

わ
り
、増
強
に
つ
な
げ
、時
代
を
リ
ー
ド

す
る
委
員
会
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
青
年
部
連
絡
会
は
、45
歳
以
下
の
福

岡
県
中
小
企
業
家
同
友
会
会
員
全
員
が

所
属
し
て
い
る
青
年
経
営
者
に
よ
る
連

絡
会
で
、現
在
約
8
0
0
名
が
所
属
し

て
い
ま
す
。
支
部
の
垣
根
を
超
え
た
青

年
経
営
者
同
士
の
交
流
や
学
び
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
青
年
部
連
絡
会
は
平
成
25
年
2
月
13

日
に
設
立
記
念
交
流
会
を
、同
年
10
月

25
日
に
第
1
回
例
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
第
1
回
例
会
に
お
い
て
は
、基
調

報
告
後
10
名
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、会
食
を
し
な
が
ら
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
討
論
を
行
う
と
い
う
新
し
い
試
み
を

行
い
ま
し
た
。
同
世
代
の
青
年
経
営
者

と
酒
を
飲
み
な
が
ら
だ
か
ら
こ
そ
忌
憚

な
い
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
ご
感
想
も
い
た
だ
き
、ご
参
加
い

た
だ
い
た
方
々
か
ら
は
概
ね
ご
好
評
を

い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、青
年
部
連
絡
会
に
ご
参
加
い

た
だ
い
て
い
な
い
方
々
に
は
、そ
も
そ
も

青
年
部
連
絡
会
が
ど
の
よ
う
な
団
体
で

あ
る
か
に
つ
い
て
ご
理
解
を
い
た
だ
い

て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で
す
。
そ

の
た
め
、現
在
の
青
年
部
連
絡
会
は
、同

友
会
内
に
お
け
る
周
知
活
動
に
力
を
注

い
で
お
り
、対
外
的
な
会
員
増
強
活
動
に

ま
で
手
が
及
ん
で
い
な
い
状
態
で
す
。

　
た
だ
、次
世
代
を
担
う
青
年
経
営
者

8
0
0
名
の
力
は
非
常
に
大
き
な
力
で

す
の
で
同
友
会
内
の
活
動
に
は
収
ま
り

ま
せ
ん
。
同
友
会
内
で
の
周
知
が
で
き

た
後
に
、同
友
会
に
所
属
し
て
い
な
い

青
年
経
営
者
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

や
他
団
体
と
合
同
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
な
ど
し
て
同
友
会
に
所
属
し
て

い
な
い
青
年
経
営
者
と
の
交
流
や
学
び

を
行
う
と
と
も
に
、青
年
部
連
絡
会
が

将
来
の
福
岡
県
経
済
界
を
担
う
団
体
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
を
対
外
的
に
知
ら
し

め
る
よ
う
な
活
動
を
行
い
た
い
と
思
い

ま
す
。こ
の
よ
う
な
対
外
的
活
動
は
、必

特集　会のすべての活動が、仲間づくりのみなもとに
　　　仲間づくり推進本部の方針骨子にもとづき2013年前半期を振り返る

ず
や
同
友
会
の
会
員
増
強
に
も
繋
が
る

こ
と
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
青
年
部
連
絡
会
が
早
期
に
対
外
的
活

動
を
開
始
し
、同
友
会
の
会
員
増
強
に

資
す
る
活
動
を
行
う
た
め
に
は
、ま
ず

は
同
友
会
内
の
皆
様
に
青
年
部
連
絡
会

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、青
年
部
連
絡
会
の
活
動

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、青
年
部
連
絡
会

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青
年
部
連
絡
会

青
年
部
連
絡
会
と

増
強
活
動

　
　
青
年
部
連
絡
会
副
代
表林は

や
し  

直な
お
き輝 

氏



2012
年度
期首

会員数

期末
目標

11月 
会員数

紹介
者数 紹介率 青年

会員数
青年 

入会数

青年
会員 
比率

女性
会員数

女性 
入会数

女性
会員 
比率

東 213 246 219 10 5% 105 12 48% 16 3 7.3%

福博 106 124 106 5 5% 31 4 29% 23 2 21.7%

博多 160 204 163 12 7% 48 8 29% 23 1 14.1%

中央 159 182 157 12 8% 65 9 41% 25 3 15.9%

西 87 105 83 1 1% 24 0 29% 11 0 13.3%

南 160 199 152 8 5% 55 7 36% 16 1 10.5%

筑紫 94 119 95 4 4% 22 3 23% 12 0 12.6%

福友 271 294 280 20 7% 146 17 52% 56 8 20.0%

青年 102 184 89 8 9% 89 8 100% 8 1 9.0%

玄海 102 109 105 5 5% 36 3 34% 6 0 5.7%

かすや 50 65 51 5 10% 25 3 49% 9 2 17.6%

糸島 36 31 6 19% 13 7 42% 2 1 6.5%

福岡地区計 1,504 1,867 1,531 96 6% 659 81 43% 207 22 13.5%

北九州 152 168 153 8 5% 66 9 43% 14 2 9.2%

ひびき 44 56 47 5 11% 24 7 51% 5 0 10.6%

北九州地区計 196 224 200 13 7% 90 16 45% 19 2 9.5%

筑豊 46 59 43 5 12% 19 0 44% 6 0 14.0%

嘉飯 70 94 70 2 3% 31 2 44% 13 1 18.6%

筑豊地区計 116 153 113 7 6% 50 2 44% 19 1 16.8%

久留米 95 105 84 2 2% 27 1 32% 10 0 11.9%

大牟田 50 68 52 3 6% 24 3 46% 3 1 5.8%

有明 35 52 30 0% 3 10% 1 0 3.3%

りょうちく 24 31 24 2 8% 9 2 38% 3 0 12.5%

県南地区計 204 256 190 7 4% 63 6 33% 17 1 8.9%

合計 2,020 2,500 2,034 123 6% 862 105 42% 262 26 12.9%

2013年度増強達成状況
（11/15現在）

青年部連絡会設立記念交流会記念撮影

同
友
会
で
は
、
支
部
例
会
で
の
経
営
体
験
の
交
流
に
よ
る
学
び
を
始
め
と
し

て
、
委
員
会
例
会
、
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
な
ど
多
く
の
学
び
の
場
が
あ
り
ま
す
。

会
員
だ
け
で
は
な
く
地
域
の
す
べ
て
の
中
小
企
業
家
が
、
こ
れ
ら
の
学
び
の

場
に
集
い
、
自
社
を
強
く
し
、
地
域
を
よ
く
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

会
を
も
っ
と
大
き
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
を
支
え
る
中
小
企
業
が
主

役
の
社
会
を
我
々
の
手
で
き
ず
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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特集　会のすべての活動が、仲間づくりのみなもとに
　　　仲間づくり推進本部の方針骨子にもとづき2013年前半期を振り返る

　
今
期
は
事
業
承
継（
経
営
側
の
問

題
）・
継
承（
後
継
者
側
の
問
題
）、
交

流
部
会
の
2
本
立
て
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

事
業
承
継
に
つ
い
て

　
経
営
指
針
書
と
同
時
に
事
業
承
継
計

画
を
作
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。な
ぜ
な
ら
ば
、多
く
の
企
業
に
世
代

交
代
の
時
期
が
到
来
し
て
い
る
中
、大

部
分
の
中
小
企
業
に
長
期
経
営
方
針
や

企
業
理
念（
個
人
な
ら
人
生
設
計
）が
定

ま
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
同
友
会
も
50

周
年
を
迎
え
、承
継
・
継
承
の
問
題
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

時
期
に
な
っ
て
慌
て
る
・
悩
む
、そ
こ
が

中
小
企
業
の
事
業
承
継
に
お
け
る
問
題

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

①�

後
継
者
の
悩
み
・
・
・
税
金
の
心
配
は

な
い
が
後
継
者
が
育
た
な
い
。

②�

納
税
資
金
の
悩
み
・
・
・
後
継
者
は
い

る
が
支
配
権
や
税
金
の
問
題
が
あ
る
。

③�

両
方
と
も
悩
み
・
・
・
後
継
者
も
い
な

い
。ま
た
納
税
資
金
も
問
題
が
あ
る
。

　
人
も
す
ぐ
に
は
育
ち
ま
せ
ん
、金
も

す
ぐ
に
は
貯
ま
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら

中
小
企
業
ほ
ど
時
間
を
か
け
用
意
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
事

業
承
継
・
継
承
問
題
に
つ
い
て
全
会
員
が

し
っ
か
り
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で

す
。そ
の
こ
と
が
質
を
高
め
、会
員
増
強

に
繋
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

交
流
部
会
に
つ
い
て

　
60
歳
以
上
の
会
員
さ
ん
は
6
0
0
名

以
上
在
籍
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

生
き
た
辞
書
と
し
て
、知
識
と
経
験
を

生
か
し
て
、地
域
の
歴
史
と
伝
統
を
学

び
、皆
さ
ん
と
触
れ
合
い
・
知
り
合
い
の

輪
を
広
げ
、若
い
世
代
の
方
々
と
の
交

流
を
深
め
、退
会
防
止
に
努
め
、会
員
増

強
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
友
す
ば
る
委
員
会

世
代
交
代
到
来
の
中
で

　
　
同
友
す
ば
る
委
員
長

 

堺さ
か
い  

光み
つ
の
り則 

氏



講演した長谷川氏

記念式典

祝賀会
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10
月
の
気
持
ち
よ
い
秋
晴
れ
の
中
、

筑
紫
支
部
創
立
40
周
年
記
念
行
事
を
同

友
会
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
開

催
で
き
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
40
周
年
記
念
行
事
は
、①
40
周

年
の
節
目
に
あ
た
り
、支
部
の
礎
を
築

き
、支
え
て
こ
ら
れ
た
諸
先
輩
会
員
に

感
謝
の
意
を
表
し
、こ
れ
か
ら
の
支
部

発
展
に
つ
な
げ
る
も
の
と
す
る
、②
記

念
行
事
を
支
部
全
員
の
協
力
の
も
と
盛

会
と
し
、同
友
会
を
地
域
に
P
R
し
仲

間
づ
く
り
に
結
び
つ
け
、会
の
活
性
化

を
は
か
る
、を
目
的
と
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、筑
紫
支
部
・
福
岡
同
友
会

の
歴
史
に
ふ
れ
、先
輩
会
員
の
情
熱
と

足
跡
を
た
ど
り
、現
在
の
同
友
会
の
存

続
を
皆
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。し
か
し
な
が
ら
、創
立
当
時
の
お
話

を
聞
け
る
方
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
に
、残
念
な
思
い
と
歴
史
の
長
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
特
に
、30
周
年
行
事
で
講

話
を
頂
き
ま
し
た
筑
紫
支
部
初
代
支
部

長
の
川
添
隆
助
氏
の
お
姿
を
拝
見
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
は
、さ
び

し
い
思
い
で
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、同
友
会
会
員
で
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
㈱
は
せ
が
わ
の
長
谷
川

裕
一
氏
に
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
幼
少

の
頃
の
話
か
ら
、現
在
・
未
来
の
日
本
・

日
本
人
へ
の
た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
、熱
く
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。「
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
生
き
て
い
る
」

「
ど
ん
な
人
も
、使
命
を
持
っ
て
生
ま
れ

て
き
て
い
る
、そ
の
使
命
に
早
く
気
づ

く
こ
と
」な
ど
、改
め
て
自
分
の
心
を
見

つ
め
直
す
、大
変
貴
重
な
講
演
で
し
た
。

　
最
後
に
、祝
賀
会
。
生
バ
ン
ド
あ
り
・

踊
り
あ
り
・
結
婚
披
露
宴
？ 

あ
り
の
、筑

紫
支
部
ら
し
さ
が
演
出
で
き
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
で
は
、他

支
部
の
会
員
も
参
加
し
て
の
、盆
踊
り
？

で
し
た
。

　
そ
し
て
、フ
ィ
ナ
ー
レ
は「
ス
マ
イ
ル
　

ア
ゲ
イ
ン
」を
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

と
合
唱
し
、一
日
も
早
い
震
災
か
ら
の
復

興
を
祈
念
し
て
、閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
筑
紫
支
部
創
立
40
周
年
、万
歳
!!

筑
紫
支
部
が
創
立
40
周
年

に
ぎ
や
か
に
記
念
式
典

10
月
20
日（
日
）に
二
日
市
「
大
観
荘
」で
、
筑
紫
支
部
創
立
40
周
年
記
念
式
典
・
講
演
・
祝
賀
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
筑
紫
支
部
は
1
9
7
3
年
、
福
岡
同
友
会
創
立
10
周
年
の
年
に
定
時
総
会（
第
11
回
）で
福

岡
支
部
が
6
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
誕
生
し
ま
し
た
。
筑
紫
第
2
支
部（
現
福
友
支
部
）

と
の
分
割
を
経
な
が
ら
、
地
域
性
の
高
い
支
部
と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

筑紫支部が創立40周年　にぎやかに記念式典

有
限
会
社
堀
内
工
務
店

代
表
取
締
役  

堀ほ
り
う
ち内  

智と
も
た
か孝 

氏

（
筑
紫
支
部
支
部
長
）

〈
開
催
総
括
〉
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㈱坂口建設産業
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父
の
教
え

　
一
般
に
建
設
業
は
金
額
が
大
き
い
の

で
、利
益
も
大
き
い
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

が
ち
で
す
が
、費
用
が
大
き
く
さ
ら
に
価

格
競
争
も
あ
る
た
め
利
益
率
は
相
当
に
低

く
な
り
ま
す
。今
回
の
取
材
先
で
あ
る
㈱

坂
口
建
設
産
業
の
社
長・
坂
口
壱
義
さ
ん

は「
生
き
残
る
た
め
に
、価
格
競
争
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
仕
組
み
を
考
え
な
け
れ
ば

い
か
ん
」と
話
し
ま
す
。

　
坂
口
さ
ん
は
大
工
の
家
に
生
ま
れ
育

ち
ま
し
た
。「
大
工
と
言
っ
て
も
い
わ
ゆ

る
指
し
物
大
工
で
、家
具
や
建
具
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。私
も
小
学
生
の
時
か
ら
手

伝
っ
て
い
ま
し
た
。オ
ヤ
ジ
の
思
い
出
と

言
わ
れ
る
と
い
つ
も
働
い
て
い
た
姿
し

か
思
い
出
し
ま
せ
ん
ね
」。
一
日
中
働
き

詰
め
、そ
れ
で
い
て
家
具・
建
具
は
新
築

工
事
の
最
後
の
業
種
の
た
め
、支
払
い
も

21
世
紀
型  

自
立
型
企
業
づ
く
り

　
　
　
取
材
　
広
報
部
会

　
　
　
文
章
　
菅
原
　
弘

　
　
　
写
真
　
舩
木
　
治

株式会社坂口建設産業
代表取締役

坂
さ か ぐ ち

口  壱
か ず よ し

義 氏

価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
ない
勝
利
の
方
程
式

大
牟
田
で
流
通
店
舗
建
設
を
手
掛
け
る
㈱
坂
口
建
設
産
業
。

厳
し
い
建
設
業
界
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
手
法
で
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
を
取
材
し
ま
し
た
。

地
域
への
恩
返
し

大牟田支部

創業　1933年1月
住所　大牟田市橘921-4
電話　0944-41-7011
社員　12名
http://sks-net.jp/
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最
後
と
な
り
ま
す
。
請
負
主
か
ら「
次
の

現
場
が
出
た
ら
払
う
よ
」と
言
わ
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
ま
さ
に『
あ

る
と
き
払
い
の
催
促
な
し
』状
態
で
し
た
。

「
そ
ん
な
オ
ヤ
ジ
か
ら
常
『々
請
負
に
な

ら
ん
と
い
か
ん
』と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
」。

設
計
事
務
所
立
ち
上
げ

　
坂
口
さ
ん
は
専
門
学
校
へ
進
み
、建

築
・
土
木
の
資
格
を
取
得
し
設
計
事
務
所

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
26
歳
の
時
で
す
。

す
ぐ
に
大
口
物
件
が
取
れ
る
は
ず
も
な

く
、小
さ
な
仕
事
を
積
み
重
ね
て
い
き

ま
し
た
。
大
手
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
販

売
し
た
エ
ク
ス
テ
リ
ア
の
組
み
立
て
の

仕
事
を
も
ら
っ
て
い
た
頃
、同
じ
現
場

で
作
業
し
て
い
る
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
が

あ
り
ま
し
た
。
専
門
学
校
で
学
ん
だ
知

識
が
あ
っ
た
の
で
、そ
の
仕
事
ぶ
り
を

見
て
い
て
、熔
接
や
組
み
立
て
方
、ボ
ル

ト
の
取
り
方
な
ど
問
題
点
が
目
に
つ
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
度
々
指
摘
す
る

う
ち
に「
ア
イ
ツ
は
何
者
か
」と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
や
が
て

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
企

業
で
流
通
店
舗
を
建
設
す
る
企
業
が
あ

り
、そ
こ
か
ら「
現
場
監
督
を
し
て
く
れ

な
い
か
」と
誘
い
を
受
け
ま
し
た
。
受
け

て
み
た
も
の
の
、そ
れ
は
そ
れ
は
き
つ

い
仕
事
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。「
1
日
22

時
間
労
働
で
す
よ
。
立
っ
て
寝
た
こ
と

あ
り
ま
す
か（
笑
）。
片
目
ず
つ
寝
た
こ

と
あ
り
ま
す
か（
笑
）。
32
歳
か
ら
2
〜

3
年
は
や
り
ま
し
た
か
ね
。
身
体
を
壊

す
前
に
地
元
に
戻
り
ま
し
た
」と
坂
口

さ
ん
。
し
っ
か
り
と
店
舗
づ
く
り
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
修
得
し
て
い
ま
し
た
。

作
っ
て
貸
す

　
地
元
に
戻
っ
た
坂
口
さ
ん
は
、厳
し

い
状
況
下
に
お
い
て
、価
格
競
争
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
仕
組
み
づ
く
り
を
考
え

ま
し
た
。

　
ま
ず
自
分
の
持
っ
て
い
る
建
築
情
報

を
発
信
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で

建
て
た
い
と
い
う
人
の
情
報
や
遊
ん
で

い
る
土
地
の
情
報
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
中
で
流
通
店
舗
や
集
合
住
宅
を
考

え
て
い
る
人
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き

ま
す
。「
情
報
は
撒
き
餌
の
よ
う
な
も
の

で
す
。
発
信
す
れ
ば
集
ま
っ
て
く
る
。そ

の
中
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
始
ま
り
ま

す
」。
そ
こ
で
坂
口
さ
ん
が
聞
き
出
す
の

は「
い
く
ら
賃
料
を
払
え
る
か
」と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
の
賃
料
に
見
合
っ
た
土

地
を
坂
口
さ
ん
が
探
し
て
購
入
し
、見

合
っ
た
建
物
を
建
て
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
貸
し
て
い
く
の
で
す
。ま
さ
に
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
で
す
。
こ
れ
で
あ
れ
ば
価

格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
自

社
の
利
益
も
確
保
で
き
ま
す
。
物
件
が

で
き
れ
ば
ま
た
情
報
が
集
ま
っ
て
く
る

と
い
う
好
循
環
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

　「
よ
く
都
市
部
に
見
ら
れ
る
資
産
運
用

と
は
違
い
ま
す
。
彼
ら
は
建
物
を
建
て

土
地
に
付
加
価
値
を
付
け
て
利
回
り
が

よ
く
な
っ
た
ら
次
に
受
け
渡
す
・・・
そ

れ
じ
ゃ『
転
が
し
』じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ウ
チ
は
違
い
ま
す
。
20
〜
30
年
を
見
越

し
て
貸
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
地
域
に

根
差
す
こ
と
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
」。

　「
仕
事
の
エ
リ
ア
は
あ
ま
り
広
げ
た

く
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、九
州
全

域
や
沖
縄
の
物
件
の
依
頼
も
あ
り
ま
す
。

む
げ
に
断
る
よ
う
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。

受
け
る
こ
と
で
信
頼
構
築
に
繋
が
り
ま

す
か
ら
。
し
か
し
実
際
に
は
今
ま
で
こ

な
し
た
物
件
で
自
然
に
構
築
さ
れ
た
ヨ

コ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ
て
、そ
の

地
域
の
業
者
に
仕
事
を
回
し
て
い
ま
す
。

福
岡
市
に
事
務
所
を
構
え
て
お
り
、県

外
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
に
は
転
送
電
話
で

対
応
す
る
の
も
そ
の
戦
略
の
一
つ
で
す
」。

こ
う
し
て
業
績
を
徐
々
に
上
げ
て
い
く

の
で
し
た
。

　「
タ
イ
ミ
ン
グ
も
い
い
の
で
そ
ろ
そ
ろ

事
業
継
承
を
考
え
て
い
ま
す
よ
」。
隣
で

は
息
子
の
宗
則
さ
ん（
大
牟
田
支
部
）が
神

妙
な
面
持
ち
で
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

車
の
部
品
アッセ
ン
ブ
リ
ー

　
流
通
店
舗
を
作
っ
て
い
く
中
で
、車

の
部
品
の
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー（
組
み
立
て
）

の
業
者
と
出
会
い
ま
し
た
。
坂
口
さ
ん

は
別
会
社
を
作
っ
て
そ
の
仕
事
を
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
安
定

し
た
数
字
を
見
込
め
る
と
同
時
に
地
元

の
雇
用
を
創
出
で
き
る
と
踏
ん
だ
の
で

し
た
。
し
か
し
こ
の
仕
事
は
効
率
と
の

戦
い
の
日
々
で
し
た
。「
秒
レ
ー
ト
っ
て

知
っ
て
ま
す
か
。
1
秒
間
に
い
く
ら
の

価
値
を
生
み
出
す
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

部
品
1
個
組
み
立
て
る
の
に
ど
れ
く
ら

い
コ
ス
ト
を
下
げ
る
か
、考
え
抜
く
ん

で
す
」。
と
に
か
く
メ
ー
カ
ー
か
ら
提
示

さ
れ
た
厳
し
い
金
額
に
近
づ
け
る
た
め

21世紀型  自立型企業づくり



社内の様子

大牟田市の人口・世帯数・事業所データ

《人口》

年少人口（15歳未満）

　1975年　  35,761人　→　2010年    14,235人  （60.2％減）

 
生産年齢人口（15〜64歳）

　1975年　112,790人　→　2010年    71,030人  （37.0％減）

 
老年人口（65歳以上）

　1975年　  17,402人　→　2010年    37,816人  （117.3％増）

 
合　　計

　1975年　165,953人　→　2010年  123,638人  （25.5％減）

《世帯数》

　1975年　48,296世帯　→　2010年　49,936世帯　（3.4％増）

《一世帯あたりの人数》

　1975年　3.4人　→　2010年　2.5人　（0.9人減）

《事業所数》

　1975年　7,768社　→　2009年　6,213社

（1,555社減 20.0％減）

《従業者数》

　1975年　71,072人　→　2009年　55,049人

（16,023人減 22.5％減）

【総務省統計局 / 国勢調査】
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に
、効
率
を
考
え
て
い
く
。こ
れ
が
現
在

の
日
本
の
車
業
界
の『
カ
イ
ゼ
ン
』を
支

え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
結
果

的
に
は
坂
口
さ
ん
は
大
き
な
赤
字
を
抱

え
て
し
ま
い
会
社
を
整
理
し
ま
し
た
。

「
い
ろ
い
ろ
な
失
敗
も
し
ま
し
た
ね
」と

坂
口
さ
ん
は
苦
笑
し
ま
す
。

地
域
の
た
め
に

　
最
近
で
は
坂
口
さ
ん
サ
イ
ド
か
ら
、

地
域
に
な
い
業
種
の
店
舗
を
提
案
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。「
そ
の
企

業
が
地
元
に
進
出
し
て
く
る
こ
と
に
よ

り
、中
小
零
細
企
業
が
ダ
メ
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
れ
を
や
ら

な
い
と
ま
す
ま
す
地
元
が
ダ
メ
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
地
元
か
ら
人
が
、企
業

が
流
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
私

が
や
ら
な
け
れ
ば
、違
う
誰
か
が
や
る

で
し
ょ
う
」。
こ
う
し
た
ジ
レ
ン
マ
も
抱

き
な
が
ら
、坂
口
さ
ん
は
地
域
の
た
め

に
何
が
い
い
の
か
を
常
に
考
え
て
い
る

の
で
し
た
。

『
ロ
ー
カ
ル
』は
な
く
な
る

　「
こ
れ
か
ら
は『
ロ
ー
カ
ル
』が
な
く

な
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
産
業
が
な
け

れ
ば
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
」。

　
大
牟
田
市
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
都
市
の
土
地
利
用

を
郊
外
に
拡
大
す
る
の
を
防
ぐ
と
同
時

に
中
心
市
街
地
に
諸
機
能
を
集
中
さ
せ

る
都
市
政
策
で
す
。「
ム
ダ
を
な
く
し
て

凝
縮
し
て
い
く
べ
き
で
す
ね
」。
さ
ら
に

P
F
I
を
利
用
し
て
は
ど
う
か
と
提
案

し
て
い
ま
す
。
P
F
I
と
は
公
共
事
業

に
民
間
出
資
を
取
り
入
れ
る
手
法
で
す
。

似
た
よ
う
な
も
の
に
第
3
セ
ク
タ
ー
が

あ
り
ま
す
が
、官
民
が
共
同
出
資
し
て

自
治
体
は
経
営
に
も
関
わ
る
の
に
対
し

て
、P
F
I
は
建
設
か
ら
運
営
ま
で
民

間
に
任
せ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。「
こ

れ
な
ら
金
融
側
も
事
業
に
お
金
を
貸
し

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
大
牟
田
は
産

業
と
し
て『
工
業
』を
も
っ
と
前
面
に
出

さ
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。」と

坂
口
さ
ん
は
熱
く
語
り
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
し
て
有
明
海
沿
岸

道
路
が
あ
り
ま
す
。
大
牟
田
市
を
起
点

と
し
て
有
明
海
沿
岸
の
都
市
群
を
有
機

的
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。「
国
交
省
の
モ

デ
ル
に
な
っ
て
い
る
と
も
聞
き
ま
し
た
。

30
万
人
都
市
を
前
提
と
し
た
街
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
で
す
ね
。」

　「
行
政
に
対
し
て
常
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
ま
す
。」人
一
倍
地

元
愛
を
感
じ
る
坂
口
さ
ん
で
す
。

ま
じ
め
に
コ
ツ
コ
ツ
と

　
取
材
の
最
後
に
坂
口
さ
ん
が
考
え
る
自

立
型
企
業
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　「
世
の
た
め
人
の
た
め
に
、ま
じ
め
に

コ
ツ
コ
ツ
と
や
っ
て
い
く
こ
と
で
す
か

ね
。
同
友
会
の
会
歴
は
20
年
を
超
え
ま

し
た
。
い
ろ
い
ろ
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
経
営
指
針
書
を
作
成
す
る
だ
け

で
は
、自
己
満
足
に
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
す
よ
ね
。
自
分
の
利
益
追
求
だ
け
に

走
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
と
思
う
ん
で

す
。
世
の
た
め
、人
の
た
め
に
や
っ
て
い

れ
ば
利
益
は
あ
と
か
ら
付
い
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
オ
ヤ
ジ
は
よ
く
言
っ
て
い

ま
し
た
。
商
い
は
牛
の
よ
だ
れ
っ
て
。
細

く
長
く
っ
て
ね
。
何
度
も
倒
産
の
危
機

に
瀕
し
ま
し
た
。
そ
の
た
び
に
い
ろ
い

ろ
な
人
や
地
域
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
地
域
へ
の
恩
返
し
で
す
よ
」

と
笑
顔
で
結
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
取
材
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

21世紀型  自立型企業づくり



自社製品を開発し、
東京・福岡などの
展示会に出展

11    DOYU

環
境
保
護
印
刷
の
推
進

　
環
境
を
守
る
た
め
に
、地
球
で
様
々

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
無

駄
な
電
気
を
使
わ
な
い
。
こ
ま
め
に
節

水
す
る
。ゴ
ミ
の
分
別
。ア
イ
ド
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
プ
。で
も
、た
だ
そ
れ
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
環
境
に
つ
い
て
考
え
る

時
、そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
で
き
る
取
り

組
み
と
は
何
か
を
常
に
意
識
を
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
環
境
貢
献
と
は
何

か
？
長
年
当
社
は
、環
境
保
護
に
つ
い

て
で
き
る
様
々
な
こ
と
を
実
践
し
て
き

ま
し
た
。
な
か
で
も「
水
な
し
印
刷
」は

環
境
保
護
印
刷
と
し
て
業
界
注
目
の
画

期
的
な
印
刷
技
術
で
す
。こ
の「
水
な
し

印
刷
」を
広
げ
る
こ
と
で
、さ
ら
な
る
地

球
環
境
の
保
護
に
取
り
組
み
、環
境
に

や
さ
し
い
企
業
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

世
界
に
広
が
る
印
刷
ス
タイ
ル

　
1
9
9
3
年
に
ア
メ
リ
カ
で
非
営
利
の

地
球
環
境
保
全
団
体W

PA

（W
aterless 

Printing Associaion

＝
水
な
し
印
刷
）

が
発
足
し
た
の
を
皮
切
り
に
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
もEW

PA

（European W
aterless 

Printing Associaion

）が
発
足
。
続
い
て

日
本
で
はW

PA
日
本
支
部JW

PA

が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。W

PA

は「
水
な
し

印
刷
」を
奨
励
し
、世
界
に
環
境
保
全
運

動
を
展
開
す
る
組
織
で
、印
刷
会
社
や
機

器・
資
材
メ
ー
カ
ー
、官
公
庁
を
は
じ
め
、

広
告
代
理
店
一
般
企
業
な
ど
が
会
員
と

し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
のW

PA
で

は
世
界
か
ら
の
強
い
要
望
を
受
け「
水
な

し
印
刷
」認
証
マ
ー
ク（
バ
タ
フ
ラ
イ
マ
ー

ク
）を
規
定
し
ま
し
た
。
環
境
保
全
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、高
品
質
の
印
刷
物
を

製
造
す
る
印
刷
会
社
の
証
と
し
て
、ま
た

印
刷
物
の
証
明
と
し
て
の
み
、こ
の
マ
ー

ク
の
使
用
・
表

示
が
許
可
さ
れ

て
い
ま
す
。
地

球
環
境
へ
の
関

心
が
高
ま
る
な
か
、環
境
に
配
慮
し
た
こ

の
印
刷
技
術
は
21
世
紀
型
の
環
境
対
応

型
印
刷
と
し
て
、注
目
を
集
め
世
界
中
へ

広
が
っ
て
い
ま
す
。

新
商
品への
取
り
組
み

　
当
社
が
開
発
に
力
を
い
れ
て
い
る
の

が
紙
媒
体
に
よ
る
新
製
品
造
り
で
す
。室

内
の
臭
気
や
雑
菌
な
ど
の
有
機
物
を
分
解

す
る「
空
気
清
浄
10
年
カ
レ
ン
ダ
ー
」カ

レ
ン
ダ
ー
の
裏
面
が
文
庫
本
に
な
る「
本

当
に
為
に
な
る
カ
レ
ン
ダ
ー
文
庫
」な
ど
、

環
境
に
配
慮
し
た
エ
コ
ロ
ジ
ー
で
ユ
ニ
ー

ク
な
発
想
の
商
品
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

　
先
日
、1
年
3
6
5
日
全
ペ
ー
ジ
に
社

名
が
刷
り
込
め
る
販
促
ツ
ー
ル「
日
捲め

く

り

ち
ゃ
ん
」を
新
発
売
し
ま
し
た
。

　
印
刷
技
術
だ
け
で
な
く
、時
代
に
あ
っ

た
商
品
を
考
え
、生
み
だ
し
、新
た
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
く
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の

存
在
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

物
づ
く
り
、
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り 

�

環
境
を
守
る
た
め
に

私
た
ち
印
刷
分
野
で
、で
き
る
こ
と
。

敷
島
印
刷
株
式
会
社

我
が
社
の
取
り
組
み

代
表
取
締
役
　
敷し

き
し
ま島  

武た
け
の
り法

氏 

（
南
支
部
）

我が社の取り組み  物づくり、人づくり、地域づくり �

敷
島
印
刷
株
式
会
社

 【
福
岡
支
店
】

〒
8
1
0
‐
0
0
1
2

福
岡
市
中
央
区
白
金
2
丁
目
13
番
1
号

日
野
山
第
5
ビ
ル
5
0
1

T
E
L 

（
0
9
2
） 

5
3
4 

5
5
9
5

F
A
X 
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9
2
） 

5
3
4 

5
6
1
5

【
宇
城
工
場
】

〒
8
6
9
‐
0
5
4
2

熊
本
県
宇
城
市
松
橋
町
豊
崎
1
9
5
9
番
地

T
E
L 

（
0
9
6
4
） 

3
2 

7
2
7
2

F
A
X 
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0
9
6
4
） 

3
2 

4
4
1
1

 【
東
京
支
社
】

〒
1
0
0
‐
0
0
0
3

東
京
都
千
代
田
区
一
ツ
橋
1
‐
1
‐
1

パ
レ
ス
サ
イ
ド
ビ
ル
B
4
F

竹
橋
プ
リ
ン
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3 15：00～20：30火
同友すばる委員会
12月会員交流会

軍師・官兵衛と黒田家の足跡を尋ねて
 ■ 崇福寺山門前　福岡市博多区千代4-7-9　☎092-651-0398
 如水、長政の墓所・崇福寺ほか、日本最初の禅寺・聖福寺、黒田家ゆかり
の東長寺などをめぐり軍師・黒田官兵衛のお話を聞いて、昔を偲ぶ、楽
しい町歩きと懇親の夕べです。

5 18：30～21：00木
中央支部
忘年会

■ セントラルホテルフクオカ　福岡市中央区渡辺通4-1-2　☎092-712-1212
 【参加費】5,000円

10 19：00～21：00火
青年支部
12月例会

効果的なコミュニケーションとは
4つの行動スタイルを理解し、よりよい人間関係を築こう！
 ■ IP CITY HOTEL　福岡市博多区中洲5-2-18　☎092-262-2009
■ 小石原　隆史氏　株式会社ネオ倶楽部　取締役
 自社の社員、取引先等との人間関係で悩んだことがあるという人は少
なくないと思います。より効果的な人間関係を築くためには、人間の行
動スタイルとしてどのようなタイプがあり、それぞれにどんな特徴や
傾向があるのかを知る必要があります。そこで、簡単な自己分析を行
い、自分の行動スタイルを学ぶとともに、より効果的な人間関係を築く
ためにはどうすれば良いのかを考えます。

12 18：30～21：00木
筑紫支部
忘年会

■ 博多百年蔵　福岡市博多区堅粕1-30-1　☎092-633-5100

14 18：30～21：00土
筑豊地区　会員交流部
筑豊地区大望年会

■ ラピュタファーム
　 福岡県田川郡川崎町安眞木4408-11　☎0947-47-4000
 参加費：5,000円
※幼児1,000円、小学生2,000円（バス利用者はプラス500円）

17 18：30～21：00火
久留米支部
12月例会

同友会をフル活用した経営力強化へ！！
県全体の活動を知り、主体的に参加を
 ■ まんまる　久留米市六ツ門町17-21　☎0942-30-3110
 日常的に支部例会・ブロック会に参加し、いろいろと企業経営の学習交
流をしています。それ以外にも県全体で行われている委員会活動も多
彩にありますがまだまだ知られていないのが現状です。この機会に活
動の詳細を紹介することで、皆さんがまだ知らない同友会の魅力を
知っていただき、これから主体的に参加していただくきっかけとなれ
ばと思います。支部活動に留まらず県委員会活動をぜひ有効利用して
ほしいと思います。
1.経営指針作成・活用を目標に／経営労働委員会　　　　　吉武　艦泰氏
2.地域の行政との関係づくりをめざし、連携・協働を／憲章・政策会議　　

金川　利子氏
3.事業の継承問題の学習と県全体の会員交流を／同友すばる委員会

小田　洋子氏

17 18：30～21：00火
糸島支部
波乗りブロック（12月例会振替）

■ （株）クマガイ設計測量事務所　福岡市西区泉1-26-25
■ 熊谷　俊明氏　株式会社クマガイ設計測量事務所　代表取締役 （糸島支部）

17 18：30～21：00火
玄海支部
忘年会

■ BLOSSO（ブロッソ）
　 福岡市中央区天神1-16-1　西鉄イン福岡 13F　☎092-712-5775

17 18：30～21：00火
かすや支部
望年会

■ うえすたん志免店　福岡県糟屋郡志免町志免中央1-7-22　☎092-937-2828

17 18：30～21：00火
博多支部
忘年会

■ 八仙閣 本店　福岡市博多区博多駅東2-7-27　☎092-411-8000

17 19：00～22：00火
大牟田支部
12月例会

私の3年後・5年後・10年後の姿
ビジョン大発表会
 ■ 甘木山ハイツ　大牟田市大字甘木字甘木山1203-116　☎0944-58-3497
■ 支部会員より10名程度 （大牟田支部）
 12月例会は10名の支部会員によるビジョン大発表会です。報告者は
ビジョンを発表することで自社ビジョンをより明確にし実現への一助
とし、参加者もまた自社のビジョンと向き合う機会とします。
例会後は盛大に望年会を開催いたします。
（19:00～20：36例会、20：45～22：00望年会）

18 18：30～21：00水
東支部
大望年会

■ En WEDDING
　 福岡市博多区中洲3-7-24 gate's bldg 11F　☎092-283-0611

18 18：30～21：00水
福博支部
望年会

■ 万葉の湯　福岡市博多区豊2-3-66　☎092-452-4126

18 18：30～21：00水
西支部
クリスマス会

■ アイピーシティホテル　福岡（IPホテル）
　 福岡市博多区中洲5-2-18　☎092-262-2009
 会　費：5,000円（当日）

19 18：30～21：00木
北九州支部
忘年会

支部会員交流会
 ■ 鞘ヶ谷ガーデン　アグラス
　 北九州市戸畑区西鞘ヶ谷11-52　☎093-871-3333
 参加費5,000円（原則チケット制）

19 18：30～21：30木
福友支部
12月例会

大望年会だよ☆全員集合！
 ■ ホテルクリオコート博多　福岡市博多区博多駅中央街5-3　☎092-472-1111
■ 福友支部ブロック長
　 安藤　小百合氏 ／ 魚住　謙介氏 ／ 内田　剛玄氏 ／ 浦川　貴司氏
　 高尾　英正氏 ／ 古屋　純平氏
 同友会活動のうちもっとも重要とされるブロック活動。各ブロック40
数名という数の会員の方々を束ねる、福友支部の個性豊かな6名のブ
ロック長の方々にこれまでの半期の活動を振り返っての報告と、これ
から先の活動への目標と抱負を熱く語っていだだき、ブロック内の結
束と懇親をより深める会とします。

19 18：30～21：00木
ひびき支部
12月例会

大望年例会
役員研修会の報告と会員拡大に向けて
 ■ TSS会議室　北九州市八幡西区本城東1-11-27
■ 御手洗　秀樹氏 （ひびき支部　副支部長）
 ひびき支部も早いもので設立以来6年半経過しました！そこで！！今
年の役員研修会の総括と、ひびき100名支部を目指しての活動計画を御
手洗副支部長に報告していただき、美食倶楽部旬にて親交を深めます。
来年も良い年になるよう気合いの入った楽しい懇親会としましょう。

20 18：30～21：00金
りょうちく支部
12月例会

■ 中村　美賀子氏　株式会社メリーグラシス　代表取締役 （福友支部）

24 18：30～20：40火
労務管理部（経営労働委員会）
就業規則作成セミナー

第7章 定年、退職及び解雇
 ■ 天神パークビル　福岡市中央区大名2-8-18　☎092-721-5530
■ 小椋　一子氏　小椋社会保険労務士事務所　代表者 （玄海支部）
 労務管理部（福岡同友会経営労働委員会）では、人間尊重の経営について考
え、人を生かす経営（労使見解）の学びと実践の場として、『就業規則作成セ
ミナー』をテーマごとに分けて年間8回開催します。
セミナーの中では、実際に作りこみを目的とし『ワーク』の時間を設けてあ
ります。作成途中で分からないことがある場合は出席者同士及び様々な
企業を見てきた、社労士の方々と意見交換を行うことで課題をクリア！

【飯塚会場】

日時：12月7日（土）　9：30～17：45
会場：飯塚研究開発センター　飯塚市川津680-41　☎0948-21-1150
【福岡会場】

日時：1月18日（土）　9：30～18：00
会場：天神ビル11階　9号会議室
　　　　福岡市中央区天神2-12-1　☎0120-323-920

あすなろ塾

「あすなろ塾」は同友会における経営指針の基礎知識を学習する1日
セミナーです。当日は、経営指針の全体像を理解し、経営理念の作成
を目標に参加していただきます。
■参加費　会員：2,000円　会員外：3,500円　（昼食代、書籍代含む）

日時：12月19日（木）　18：30～21：00
会場：アークホテルロイヤル福岡天神　福岡市中央区天神3-13-20　☎092-724-2222

南支部 12月例会 （支部40周年行事）

■ 諸岡　昭三郎氏　MORO企画　代表 （ひびき支部）
激動を切り拓く商人魂　半世紀におよぶ中小企業家の道しるべ

南支部も皆様のおかげをもちまして40周年を迎える事が出来まし
た。今回、記念例会という形式で福岡同友会歴42年の諸岡昭三郎氏を
お招きします。戦前から戦後にかけて何もないゼロの状態から、もの
を生み出す経営者の報告となっており、気付きが多く実践に活かせる
記念例会にしたいと思います。

FCFおよびKSCと連携強化！
11月13日、かねてから連携を進め

ていた財団法人福岡市中小企業従

業員福祉協会（FCF）及び公益社団

法人久留米広域勤労者福祉サービ

スセンター（KSC）と、会員加入促

進活動等に関して覚書を取り交わ

しました。

  
今回の覚書締結により、FCF・KSC

会員の方は現在福岡同友会で開催

している「あすなろ塾」を会員価格

で受講することができます。

FCF・KSCの加入や制度に関する詳細は下記のホームページをご覧ください。

　FCF  http://fcf.knet-web.net/
　KSC  http://kurume.knet-web.net/

12月 お申し込み、お問い合わせは、e.doyu
もしくは、同友会事務局までお願いします。行 事 案 内

お知り合いの方を誘って、
是非ご参加ください。
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3 15：00～20：30火
同友すばる委員会
12月会員交流会

軍師・官兵衛と黒田家の足跡を尋ねて
 ■ 崇福寺山門前　福岡市博多区千代4-7-9　☎092-651-0398
 如水、長政の墓所・崇福寺ほか、日本最初の禅寺・聖福寺、黒田家ゆかり
の東長寺などをめぐり軍師・黒田官兵衛のお話を聞いて、昔を偲ぶ、楽
しい町歩きと懇親の夕べです。

5 18：30～21：00木
中央支部
忘年会

■ セントラルホテルフクオカ　福岡市中央区渡辺通4-1-2　☎092-712-1212
 【参加費】5,000円

10 19：00～21：00火
青年支部
12月例会

効果的なコミュニケーションとは
4つの行動スタイルを理解し、よりよい人間関係を築こう！
 ■ IP CITY HOTEL　福岡市博多区中洲5-2-18　☎092-262-2009
■ 小石原　隆史氏　株式会社ネオ倶楽部　取締役
 自社の社員、取引先等との人間関係で悩んだことがあるという人は少
なくないと思います。より効果的な人間関係を築くためには、人間の行
動スタイルとしてどのようなタイプがあり、それぞれにどんな特徴や
傾向があるのかを知る必要があります。そこで、簡単な自己分析を行
い、自分の行動スタイルを学ぶとともに、より効果的な人間関係を築く
ためにはどうすれば良いのかを考えます。

12 18：30～21：00木
筑紫支部
忘年会

■ 博多百年蔵　福岡市博多区堅粕1-30-1　☎092-633-5100

14 18：30～21：00土
筑豊地区　会員交流部
筑豊地区大望年会

■ ラピュタファーム
　 福岡県田川郡川崎町安眞木4408-11　☎0947-47-4000
 参加費：5,000円
※幼児1,000円、小学生2,000円（バス利用者はプラス500円）

17 18：30～21：00火
久留米支部
12月例会

同友会をフル活用した経営力強化へ！！
県全体の活動を知り、主体的に参加を
 ■ まんまる　久留米市六ツ門町17-21　☎0942-30-3110
 日常的に支部例会・ブロック会に参加し、いろいろと企業経営の学習交
流をしています。それ以外にも県全体で行われている委員会活動も多
彩にありますがまだまだ知られていないのが現状です。この機会に活
動の詳細を紹介することで、皆さんがまだ知らない同友会の魅力を
知っていただき、これから主体的に参加していただくきっかけとなれ
ばと思います。支部活動に留まらず県委員会活動をぜひ有効利用して
ほしいと思います。
1.経営指針作成・活用を目標に／経営労働委員会　　　　　吉武　艦泰氏
2.地域の行政との関係づくりをめざし、連携・協働を／憲章・政策会議　　

金川　利子氏
3.事業の継承問題の学習と県全体の会員交流を／同友すばる委員会

小田　洋子氏

17 18：30～21：00火
糸島支部
波乗りブロック（12月例会振替）

■ （株）クマガイ設計測量事務所　福岡市西区泉1-26-25
■ 熊谷　俊明氏　株式会社クマガイ設計測量事務所　代表取締役 （糸島支部）

17 18：30～21：00火
玄海支部
忘年会

■ BLOSSO（ブロッソ）
　 福岡市中央区天神1-16-1　西鉄イン福岡 13F　☎092-712-5775

17 18：30～21：00火
かすや支部
望年会

■ うえすたん志免店　福岡県糟屋郡志免町志免中央1-7-22　☎092-937-2828

17 18：30～21：00火
博多支部
忘年会

■ 八仙閣 本店　福岡市博多区博多駅東2-7-27　☎092-411-8000

17 19：00～22：00火
大牟田支部
12月例会

私の3年後・5年後・10年後の姿
ビジョン大発表会
 ■ 甘木山ハイツ　大牟田市大字甘木字甘木山1203-116　☎0944-58-3497
■ 支部会員より10名程度 （大牟田支部）
 12月例会は10名の支部会員によるビジョン大発表会です。報告者は
ビジョンを発表することで自社ビジョンをより明確にし実現への一助
とし、参加者もまた自社のビジョンと向き合う機会とします。
例会後は盛大に望年会を開催いたします。
（19:00～20：36例会、20：45～22：00望年会）

18 18：30～21：00水
東支部
大望年会

■ En WEDDING
　 福岡市博多区中洲3-7-24 gate's bldg 11F　☎092-283-0611

18 18：30～21：00水
福博支部
望年会

■ 万葉の湯　福岡市博多区豊2-3-66　☎092-452-4126

18 18：30～21：00水
西支部
クリスマス会

■ アイピーシティホテル　福岡（IPホテル）
　 福岡市博多区中洲5-2-18　☎092-262-2009
 会　費：5,000円（当日）

19 18：30～21：00木
北九州支部
忘年会

支部会員交流会
 ■ 鞘ヶ谷ガーデン　アグラス
　 北九州市戸畑区西鞘ヶ谷11-52　☎093-871-3333
 参加費5,000円（原則チケット制）

19 18：30～21：30木
福友支部
12月例会

大望年会だよ☆全員集合！
 ■ ホテルクリオコート博多　福岡市博多区博多駅中央街5-3　☎092-472-1111
■ 福友支部ブロック長
　 安藤　小百合氏 ／ 魚住　謙介氏 ／ 内田　剛玄氏 ／ 浦川　貴司氏
　 高尾　英正氏 ／ 古屋　純平氏
 同友会活動のうちもっとも重要とされるブロック活動。各ブロック40
数名という数の会員の方々を束ねる、福友支部の個性豊かな6名のブ
ロック長の方々にこれまでの半期の活動を振り返っての報告と、これ
から先の活動への目標と抱負を熱く語っていだだき、ブロック内の結
束と懇親をより深める会とします。

19 18：30～21：00木
ひびき支部
12月例会

大望年例会
役員研修会の報告と会員拡大に向けて
 ■ TSS会議室　北九州市八幡西区本城東1-11-27
■ 御手洗　秀樹氏 （ひびき支部　副支部長）
 ひびき支部も早いもので設立以来6年半経過しました！そこで！！今
年の役員研修会の総括と、ひびき100名支部を目指しての活動計画を御
手洗副支部長に報告していただき、美食倶楽部旬にて親交を深めます。
来年も良い年になるよう気合いの入った楽しい懇親会としましょう。

20 18：30～21：00金
りょうちく支部
12月例会

■ 中村　美賀子氏　株式会社メリーグラシス　代表取締役 （福友支部）

24 18：30～20：40火
労務管理部（経営労働委員会）
就業規則作成セミナー

第7章 定年、退職及び解雇
 ■ 天神パークビル　福岡市中央区大名2-8-18　☎092-721-5530
■ 小椋　一子氏　小椋社会保険労務士事務所　代表者 （玄海支部）
 労務管理部（福岡同友会経営労働委員会）では、人間尊重の経営について考
え、人を生かす経営（労使見解）の学びと実践の場として、『就業規則作成セ
ミナー』をテーマごとに分けて年間8回開催します。
セミナーの中では、実際に作りこみを目的とし『ワーク』の時間を設けてあ
ります。作成途中で分からないことがある場合は出席者同士及び様々な
企業を見てきた、社労士の方々と意見交換を行うことで課題をクリア！

【飯塚会場】

日時：12月7日（土）　9：30～17：45
会場：飯塚研究開発センター　飯塚市川津680-41　☎0948-21-1150
【福岡会場】

日時：1月18日（土）　9：30～18：00
会場：天神ビル11階　9号会議室
　　　　福岡市中央区天神2-12-1　☎0120-323-920

あすなろ塾

「あすなろ塾」は同友会における経営指針の基礎知識を学習する1日
セミナーです。当日は、経営指針の全体像を理解し、経営理念の作成
を目標に参加していただきます。
■参加費　会員：2,000円　会員外：3,500円　（昼食代、書籍代含む）

日時：12月19日（木）　18：30～21：00
会場：アークホテルロイヤル福岡天神　福岡市中央区天神3-13-20　☎092-724-2222

南支部 12月例会 （支部40周年行事）

■ 諸岡　昭三郎氏　MORO企画　代表 （ひびき支部）
激動を切り拓く商人魂　半世紀におよぶ中小企業家の道しるべ

南支部も皆様のおかげをもちまして40周年を迎える事が出来まし
た。今回、記念例会という形式で福岡同友会歴42年の諸岡昭三郎氏を
お招きします。戦前から戦後にかけて何もないゼロの状態から、もの
を生み出す経営者の報告となっており、気付きが多く実践に活かせる
記念例会にしたいと思います。

FCFおよびKSCと連携強化！
11月13日、かねてから連携を進め

ていた財団法人福岡市中小企業従

業員福祉協会（FCF）及び公益社団

法人久留米広域勤労者福祉サービ

スセンター（KSC）と、会員加入促

進活動等に関して覚書を取り交わ

しました。

  
今回の覚書締結により、FCF・KSC

会員の方は現在福岡同友会で開催

している「あすなろ塾」を会員価格

で受講することができます。

FCF・KSCの加入や制度に関する詳細は下記のホームページをご覧ください。

　FCF  http://fcf.knet-web.net/
　KSC  http://kurume.knet-web.net/

12月 お申し込み、お問い合わせは、e.doyu
もしくは、同友会事務局までお願いします。行 事 案 内

お知り合いの方を誘って、
是非ご参加ください。
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Fresh our partners
新入会員ご紹介

よ
う
こ
そ

　同
友
会
へ

　柳橋連合市場前のビル2階で、社交ダンススクールの
経営兼インストラクターをやっております。私はボー
ルルームダンス（社交ダンス）のプロ競技選手として競
技会に出場する傍ら、スタジオ経営もやっておりまし
た。昨年、競技を引退し後進の指導と経営に専念しよう
と思い、これを機に同友会にも入会しました。同友会は
経営者の集まりという事もありモチベーションの高さ
を感じます。経営では全くの素人なのでこれからいろ
いろ学んで行きたいと思います。代表者　横瀬  浩一 （南支部）

よこ  せ　 こういち

ダンススクールライジングスター
シャンデリアがきれいな
社交ダンススタジオです。

福岡市中央区清川1-3-1-2F
TEL 092-524-4041
http://www.risingstar.jp

　当初は北九州市八幡西区で4輪駆動車の販売・車検・
修理を行っていました。今は、移転をして遠賀町にて4
輪駆動車・乗用車の車検・修理等と並行して移動販売車
の企画・製造・販売・アフターフォローを行っています。
同友会を通じて経営を学び経営者としてのスキルを向
上させていきたいと考えております、よろしくご指導
ください。

後継者　小林  孝平 （ひびき支部）
こばやし　こうへい

株式会社 Heat  Wave
○移動販売車製作
○中古車販売、車検、整備、鈑金、塗装
○RV・4WDカスタムメイド

遠賀郡遠賀町鬼津1687-1
TEL 093-291-2570

ヒート　ウエイブ

　昨年の9月に社会保険労務士事務所として独立開業
致しました。当事務所は労務管理を中心とした成長す
る企業作りのサポートを行っております。黒木文康司
法書士事務所の黒木先生のご紹介で入会致しました。
同友会では参加する度に新しい発見があり、多くの事
を学ばせていただいております。今後も例会やブロッ
ク会等に積極的に参加し、さらに成長していきたいと
思います。

代表者　得能  芳樹 （筑紫支部）
とくのう　 よし き

とくのう労務管理事務所

太宰府市観世音寺5-1-62-202
TEL 092-400-0787

人事制度・労務管理に関する相談。
労働・社会保険の手続き代行や
就業規則の作成等

　前社長の逝去により後任で就任し何も考えず当然の
ごとく入会しました。厨房機械器具及び福祉用具販売
を行っている会社ですが、今は、環境に優しいのに汚れ
落ちがいい洗浄剤「洗剤職人」の販売に力を入れていま
す。ご興味のある方は、どうぞお声掛けください。
　実践からの説得力ある生の声！学びにあふれる同友
会の中で少しでも経営者として成長して行きたいと
思っています。よろしくお願いします。

代表取締役　佐東  孝子 （中央支部）
さ とう　 たか こ

サンキュウ株式会社
厨房機械器具製造販売。
福祉介護用品販売。

福岡市博多区諸岡3-35-13
TEL 092-574-0039
http://www.senzaisyokunin.jp/
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2013年度  第6回理事会報告
■日時：2013年10月23日（水） 15：00～18：00
■出席：42名（欠席12名） 出席率77.8％

■会場：福岡県中小企業振興センター 202会議室
■議長：時枝副代表理事

□ 開会あいさつ（田浦代表理事）
　「決める政治」という言葉が、最近いわれていま
す。同友会も、運動方針に沿った決定事項につい
ては、決めるべきは決めてアクションを起こして
いく必要があると感じました。理事会は総会に次
ぐ決議機関です。同友会運動に賛同してここにい
る、お互い同志として運動を進めましょう。より
良い会をつくって行くために、本日も熱く議論し
て、決めていきたいと思います。
　また、10月1日に福岡財務支局との懇談会に
行ってまいりました。例年懇談会を行っています
が、前回から同友会もご案内頂いています。中央
会、商工会議所、商工会連合会と同友会です。全都
道府県で同友会が招かれています。経済団体とし
てしっかり認知されたのです。我々の運動が間違
いないという確信を、あらためていたしました。
今日は活発な議論をお願いします。

1.福岡同友会法人化に関する勉強会
北海道同友会　細川専務理事を迎えて
　勉強会趣旨説明および報告者紹介（樋口代表理事）
　福岡が法人化を検討するにあたり、いろいろな心
配がありますが、それらを払拭していただきたい
と思います。福岡は2011年から12年6月まで法
人化検討委員会を設置し、2月に「法人化すべき、
一般社団法人が望ましい」という答申でした。今
日の勉強会で、理事として法人化への理解を含め、
地区や支部でしっかり説明をお願いします。
　細川専務理事より一般社団法人について説明が
ありました。この報告をうけて、グループ討論
を行いました。各グループからの質問に対して、
回答がありました。
　この内容をもとに、今後整理して提起する資料を
作成して討議を進めていくことを確認しました。

2.総務財政室（除籍、2013年度前半期財務報告、
同友名鑑作成について）（中野室長）

○除籍：3名の除籍を承認。
○2013年度前半期財務報告を確認しました。
○同友名鑑（会員名簿）作成について
　個人情報保護法等の関係から、今後も作成する
かどうかを検討しています。名鑑を冊子として
作成せず、別の方法（HPやCD等）で会員に周知
することはいかがでしょうか、という提案があ
り、協議しました。名鑑の目的や活用方法を広
く集め、必要かどうかも検討するため、会員向け
アンケートを取ることとなりました。情報化推
進室とも連携して進めます。

3.女性活躍推進シンポジウム参加呼びかけ
（村山委員長）

　参加の呼びかけがありました。特に男性経営者
の皆様はご参加ください。

4.この間の活動の報告とまとめ
①前回理事会以降の活動
　前回理事会以降の会員参加の活動では、延べ
1018名の会員参加（50％）、ゲスト（入会対象
者）135名、社員他83名、総参加数1236名。
②福岡財務支局業務説明会＆懇談会出席
　資料で確認しました。
③報道関係者との懇談会＆景況調査記者発表（中
山代表理事）
　景況DIが6年ぶりに0になりました。3期（9か
月）連続して期待値が上がっています。今回は
新e.doyuのトラブルなどで回答数が減少しま
したが、次回以降は再度、回答をお願いします。

5.当面する活動推進の課題
①仲間づくりの課題
・全県知る会開催状況（田浦代表理事）

福岡会場と県南会場で開催された知る会の参加
結果を確認しました。またゲストの入会状況も
確認しました。
目標数値（参加者数）が全く達成できなかったこ
とと、一般会員さんに浸透できていなかったと
いう事が反省点です。次回以降にいかしてい
きます。
会員数は、年度当初からプラス1名になりました。
今期は仲間を増やす仲間（紹介者）を増やしま
しょうと呼びかけています。現在は109名（5％）
の会員さんが紹介して下さっていますが20％に
するという目標があります。会活動の中で、会員
さんに仲間を増やすことを伝えていって下さい。
・チャレンジフェスタ（笠置福岡地区会長）
仲間づくりのためのブースを出展するので、組織
増強費の中で10万円予算執行を承認

②広報・組織強化交流会開催案内（貞池室長）
　11月9日（土）に開催します。再度参加の要請が
ありました。青年支部設立記念講演会と合わせ
て、ぜひご参加ください。

③個人保証問題討議のための学習資料と討議（中
山代表理事）

　今までの流れを確認し、今後は各地区・支部で
勉強会を開催して頂きます。しかし、その前に
まずは理事会で勉強会を開催してはどうかと提
案がありました。
⇒協議した結果、理事会でまず勉強会を開催す
ることが確認されました。

④全国行事への参加状況と促進
　見る資料を確認しました。
⑤創立50周年記念事業経費報告（中間）（中村直前
代表理事）

　中間の経費報告がありました。記念誌編集につ
いて次のような提案がありました。
・20、30、40周年記念誌の電子書籍化について（貞
池室長）
50周年記念誌はすでに電子化しております。こ
れを機に、20、30、40周年誌も電子化させて欲し
いという提案があり、承認されました。しかし、
余剰金については、一旦本会計に繰り入れ、電子
化については、別途予算化すべきではないかとい
う意見がありました。
⇒協議した結果、電子化することについては承
認され、財源については正副で再度検討する
こととなりました。

⇒次回理事会で、最終経費報告を行うことにな
りました。

⑥半期総括について（中山代表理事）
　本部・室・委員会・地区・支部はそれぞれ半期活
動総括をお願いします。それをもとに、11月20
日に正副で総括します。11月16日までに、提出
してください。

6．本部・室委員会活動
　役員研修大学開催報告、ソーシャルビジネス委
員会例会・同友すばる勉強会開催案内を確認し
ました。

　ビジョン委員会より（須藤委員長代理）
　各本部・室・委員会にビジョンの検証内容につ
いて確認依頼のメールをお送りしています。今
週末25日までに、返信をお願いします。

7．地区・支部活動
①北九州地区FMラジオ広告の実施報告（坂本北九
州地区会長）

　北九州支部の会員有志でお金を集め、北九州地
域に同友会の存在をより多くの人に知ってもら
うために、ラジオを使ってPRを行った旨の報告
がありました。

　また、ラジオ広告の反響は大きく、福岡地区では
会員から事務局への問い合わせもあり、対応に

困られたとのこと、配慮が足りなかったと発言
がありました。
②筑紫支部40周年記念式典お礼（堀内支部長）
　多くの参加をいただいたお礼が述べられ、盛会
裏に開催できた旨、報告がありました。

8．対外的対応（川畑事務局長）
①FCFとの連携覚書締結
　福岡市中小企業従業員福祉協会・久留米広域勤
労者福祉サービスセンター・同友会の3者で覚
書を締結することが審議され、承認されました。
提携内容については、（1）会報誌やHP等でお互
いの紹介や加入促進PRを行う。（2）研修事業等
をお互いの会員に紹介し、募集を行う。（3）会合
等の席で、制度説明を行う。など。
②連携・主催・共催・名義後援など
・九州経済産業局とFAST共催
九州経済産業局がこの度「九経倶楽部」を設け、施
策コンシェルジュを任命、福岡合同庁舎の1階に
「九経交流プラザ」を開設しました。これを期し
て、企業連携推進委員会FAST11月例会を九州経
済産業局と共催で行うこととしています。
⇒共催承認（10月16日正副）
・福岡県中小企業団体中央会
第5回外国人技能実習生日本語作文コンクール
開催に関わる名義後援依頼
⇒名義後援承認（10月16日正副）
・㈱ビジネスガイド社
「第10回福岡インターナショナル・ギフト・
ショー 2014」「第3回福岡国際ビューティ・
ショー2014」名義後援依頼
⇒名義後援承認（10月16日正副）
・連合福岡「公契約条例の制定を求めるシンポジウ
ム」の後援
⇒名義後援承認（10月16日正副）
・飯塚市「第96回e-ZUKAトライバレー産学官交流
研究会『経営者交流セミナー』への名義後援
⇒名義後援承認（10月16日正副）
・九州経済産業局の年末合同忘年会に、口頭で企業
連携の共催依頼が来ています。正式依頼があれ
ば、正副で対応させていただきます。事前にご了
承ください。

③出席、参画要請
・「ビッグマーケット2014」への協力要請
9月25日の第5回理事会にて、フクオカ福岡ベン
チャーマーケット協会の神田橋さんより提起さ
れた内容で、出展案内のチラシ完成。呼びかけを
開始。
⇒20社以上の出展を呼びかけましょう。
・女性の活躍推進宣言への対応
8月28日の第4回理事会の冒頭で、麻生渡前福岡
県知事より提起あった内容。
⇒会社として賛同を検討。　⇒女性大活躍推進宣
言を行う。

④案内、協力よびかけ
・第26回中小企業優秀優秀新技術・新製品賞案内
＜応募のご案内＞　⇒会員企業へ周知、案内
※直方市役所より　「大関魁皇像」建立について呼
びかけ【市役所より2名】
官民一体となって、銅像設立に取り組んでおりま
す。是非ご協力をと、募金のお願いがありました。

□ 閉会あいさつ（樋口代表理事）
　細川専務理事の説明をお聞きして、法人化をし
た場合について理解が深まったと思います。
　福岡は50年の歴史がありますが、代表理事の名
前で銀行口座をつくっています。知らずにびっく
りしました。代表理事に何かあったら凍結されて
しまいます。本日未回答の質問には次回文書にて
回答します。今後ぜひ、法人化に向けて議論を進
めていただきたいと思います。
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福岡県中小企業家同友会  広報情報室  「月刊 同友」編集部
〒812-0046　福岡市博多区吉塚本町9番15号
福岡県中小企業振興センタービル11F
TEL：092-686-1234　FAX：092-686-1230

http:// www.fukuoka.doyu.jp/
環境を守るため再生紙を使用しています。

福岡同友会 検索

私たちはできる限り良質な
獣医療サービスを提供します

〒822-0001  直方市感田3597-1
e-mail:info@asap365.jp

T E L.  0949-26-4136
FAX.  0949-26-4137

http://asap365.jp
エーエスエーピーどうぶつびょういん

（有）第一自動車
車検のコバック
車検無料お見積もり実施中!!
朝お預かりで夕方完成の「1日車検」
お立会いの「短時間車検」もご用意しました。
お車の傷、凹みも車体整備士が信頼の技術とサービスをご
愛顧感謝特価でご提供いたします。
国産・輸入車各メーカー新車中古車取扱店、低金利ローンも
ご利用いただけます。
事故相談コーナー開設、専門スタッフがアドバイス！お気
軽にどうぞ！

〒822-0021　福岡県直方市新知町7-24
TEL:0949-22-4500  FAX:0949-22-4501
URL:http://www.kobac-nogata.jp
e-mail:daiich-j@gamma.ocn.ne.jp

店長

大河内 孝明

（一社）全国旅行業協会保証社員
（一社）福岡県旅行業協会正会員

FAX


